
振興事業促進支援融資制度に係る事業計画書 
 
 

事  項 内        容 

 振興計画上の位置付け 衛生に関する知識及び意識の向上に関する対策 

計画期間 平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日 

 現状分析 

 

・景気の低迷等により、売上高が思ったほど伸びていない。 

・開店後   年経過し店舗の汚れが目立っている。 

・周辺地区には1,000円理容店が多数存在しており価格競争が激しい。 

経営課題 
・立地条件を生かしてファミリー層をメイン・ターゲットに新たな客層をと

り込みたい。 

・設備を更新し、省エネルギーにも配慮するとともに、衛生水準の向上を図

るなど、さわやかな店舗イメージを形成したい。 

 

 経営課題の解決策 
・仕入商品の見直しにより、経費の削減を図る。 

・店舗を改修し、明るく衛生的なイメージとする。 
・従業員への教育を徹底し、ヘアメニューの説明、接遇などの技能の向上を

図る。 

必要な費用・目標達成期

間・資金調達計画 

①必要な費用        円（詳細は借入申込書参照） 

  ・店舗改修費用         円（見積書 別添１） 

  ・設備導入費用          円（見積書 別添２） 

②目標達成期間 約   年 

③資金調達 

  ・自己資金      円 

  ・日本公庫      円 

 期待される成果又は見 

 込まれる効果等 

①新たな客層の開拓を目指す。 

②新ヘアメニューの開発・提供により   ％の売上げ増を目指す 

以上の成果により、収益を   年以内に   ％増加させる。 

平成   年   月   日 
事業計画書を提出します。 

（商号又は法人名）                 
（住所又は所在地）                 
（事業主又は代表者名）              ㊞   

上記事業計画について、確認済みである。 
会計書類は、青色申告書 その他             を事業者において準備していることを

確認した。 
 平成   年   月   日 
                 （組合名） 

              （理事長名）                 ㊞  

組合記入欄 

（この欄は記入しないでく

ださい） 

事業成果についての組合長の評価、所見等   平成  年  月  日記載 

 

（計画の内容に応じて１～３年後に組合長が記入） 

記載例 


